
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

自己評価

●基礎基本的な学習内容を定着させる。
●自分なりのまとめや考えを書いたり，発表したりする機会を
設けることで，主体的に学ぶ習慣と態度を育成する。

・教員は教え方にいろいろな工夫をしているか。
・定期テストやチャレンジテストの点数。 〇 △

・チャレンジテスト等の各種テスト結果は厳しい結果であっ
た。基礎的な内容が定着していない生徒が少なくないこと
や，難問に対する無回答率の高さが目立つ。
・引き続き，少人数授業や小テスト等で基礎基本の定着を図
る。

△

●生徒が授業に興味，意欲が持てる授業づくり。
★少人数授業の実施による，きめ細やかな指導。

・授業に集中しているか。 △ △
・多くの生徒は意欲的に授業に取り組んでいるが，落ち着き
がない生徒も見受けられる。そのような生徒には生徒指導
担当の教員を中心に，全教員で指導、見守りをしている。

〇

●授業において自らの考えを発表し、表現する「言語活動の
充実」を進めるとともに，「読む力」の向上に取組む。
●朝学習の実施。(３年)
★朝の読書活動の実施。(１，２年)

・家庭での読書の習慣が定着しているか。 〇 △
・１，２年生では朝読書の時間を設けているが，家庭での読
書習慣の定着には至っていない。

△

●自らで家庭学習を進められる課題を提示。
・自分から家庭学習をしているか。
・基礎基本の宿題の提示。

〇 △
・日々の予習，復習は不十分と言わざるを得ない。学習意欲
が高まるような，授業や進路教育を行う必要がある。

△

●落ち着いた環境作りと，静謐な教育環境の確立。
★チャイム着席運動の実施。

・全学年でチャイム着席の取り組みを進める。 ・学校教育アンケ-ト 〇 〇 〇

●生徒指導において、生徒が相談しやすい状況を作る。
★中学校の校則等について，校区内の小学校の児童と保護
者に周知する。

・福泉中学校の教員は悩みや相談に親身になっ
て応じているか。
・リソースルーム等のきめ細やかな指導体制。

〇 ◎

・家庭，スクールカウンセラー，外部の関係機関等と連携し
て，支援や指導が必要な生徒へのフォローを実施した。
・様々な理由で教室に入り辛い生徒向けにリソースルームを
設置しており、教員やスクールサポーターが学習指導や相
談に応じている。

◎

●いじめ・暴力行為などの問題行動に対しての対応。
★スマートフォンの使用について外部講師による講演や「まも
るんやさかい」等を活用した取り組みを進める。

・いじめアンケートを年３回実施する。
・福泉中学校の教員はいじめや暴力などについ
てよく対応しているか。

〇 〇
・いじめアンケートや教育相談等で定期的に生徒の悩みを
把握し，適切な指導を実施した。

〇

●生徒会活動や各クラブ活動など，生徒の自主的な活動を
支援する。

・部活動・生徒会や学級活動に積極的に取り組
んでいるか。 〇 ◎

・部活動は非常に盛んであり，各大会で好成績を収めてい
る。今後も部活動を通じて生徒の心身の健全な成長につな
げたい。
・生徒会放送や全校参加型クイズ等，生徒会役員が企画立
案したイベントを実施した。

〇

●飲酒喫煙，薬物乱用，性教育等について，専門家を招い
て，実施する。

・１年：歯科保健指導，性教育教室。
・２年：飲酒喫煙防止，性教育教室。
・３年：薬物乱用防止，性教育教室。

〇 〇 〇

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

生徒用タブレットの活用

●タブレットを積極的に使用し，視覚に訴えた教材を用いるこ
とで，魅力的な授業をめざす。
●タブレットを活用した調べ学習や発表を行い，思考力・表現
力・ＩＣＴスキルを育成する。

・タブレットを利用した授業頻度。
・タブレットを利用した課題の提示や学びの共
有。

・学校教育アンケート 年度末 〇 〇
・ICT教材は教科により活用頻度にばらつきがある。
・効果的なICT活用に向けて教員間で活用事例を共有する。

〇

情
報
発
信

ホームページ等で学校の授業
や行事の様子を積極的に発信
する

●学校だよりやホームページ等を通して，授業や部活動等の
様子を積極的にを発信する。

・ホームページのアクセス数。 ・学校教育アンケート 年度末 〇 〇 〇

達成状況(年度末)

・タブレットを活用したＩＣＴ教育を充実させてください。
・授業や部活動の様子を積極的に掲載し，魅力あるホー
ムページ作りをお願いします。・保護者にも頻繁に閲覧してもらうために，日々の学校生活の様子だけでな

く，修学旅行や体育大会などの行事についても積極的に掲載した。
・年間のアクセス数は昨年度と同程度であった。
・tetoruを活用することで，学級閉鎖や荒天による緊急下校等について，迅
速な連絡ができた。

堺市立福泉中学校

・生徒会主催で全学年参加型イベントを実
施。
・小中部活動交流会を実施。
・各学年で健康教育，性教育を実施。

・各部活動の活躍は嬉しく思います。今後も部活動を通
じて，生徒の心身の健全な育成をお願いします。
・今後も生徒が主体となって、各種行事に取り組んでくだ
さい。

・日々，授業や部活動の様子をHPに掲載。
・保護者への連絡にはtetoruも活用。

豊かな心・健やかな体の現状
・本校生徒は体育大会，合唱コンクールなどの学校行事はもちろんのこと，地域の祭礼など，行事全般に対して，お互いに協力して真剣に取り組む姿勢が顕著である。
・生徒間のつながりを醸成するため，生徒会が中心となり，校内放送や生徒参加型イベントを企画，実施している。
・各部活動とも活動が盛んでり，部活動を通して，豊かな心・健やかな体を育んでいる。
・遅刻，欠席が常習化している生徒に対しては，家庭連絡を密にするとともに，早寝早起き，朝食摂取の奨励など基本的生活習慣の改善を促している。
・人間関係や不登校等の課題を抱えている生徒に対してはスクールカウンセラーと連携し，課題の解決に努めている。また，教室に入りづらい生徒に対しては，無理のない
ペースで個別に学習に取り組めるように別室を設ける等，学校全体で不登校生徒へのきめ細かい支援に努めている。

・今後もチャイム着席運動等を通じて，生徒の規範意識
を高めてください。
・生徒からの相談、特にいじめ事案については，丁寧な
対応をお願いします。
・教室とは別に学習室を設置しているのは良い取り組み
だと思います。

・各学年で健康教育，性教育を実施。
・今年度からの新たな取り組みとして，１年生で行政機関と連携した認知症
理解セミナーを計画したが，学年閉鎖のため開催できなかったので，来年
度以降に繋げたい。

評価方法
判断基準

（評価のものさし）

・朝読書が家庭での読書につながっていないのは残念
です。図書館教育の充実をお願いします。
・生徒たちが家庭でも学習に取り組めるような課題の提
示をお願いします。

・学校教育アンケ-ト

生
徒
指
導
体
制
の
充
実
・
健
康
指
導

校長　  江藤　伸二

学校教育アンケート
での肯定的割合(％)

学校関係者評価

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

進捗確認
（～１２月）

中
項
目

確かな学びの現状
・授業に集中している生徒は年々増加しており，静謐な授業環境が形成されつつある。
・漢字，計算，英単語等，各教科で小テストを頻繁に実施しており，基礎基本的な学習内容の定着を図っている。
・各種テストの結果では「読む能力」，「書く能力」を中心とした読解問題，文章問題の正答率が低いため，学校での朝読書や家庭での読書習慣を定着させていきた
い。
・問題形式では記述式問題を苦手とする生徒が多いため，日頃から自分の考えを表現させる課題をグループワークや生徒用タブレットを活用し提示する。
・テレビゲームやスマホの広がりにより，コミュニケーション力が低下しており，SNS上での生徒間トラブル等が散見される。

中学校区におけるめざす子ども像

「人から信頼され，何事も徹底してやりぬくたくましい子」

大
項
目

評価時期

令和５年度　重点目標
「人とつながる機会の充実と学力の向上をめざし、安心感のある学校づくり」
〇つながり　　 学級活動・各行事等で，生徒同士そして先生と生徒がつながっている学校づくり。
〇学力向上　　自ら学ぼうとする姿勢を育成する。（学ぶ楽しさを追求する）
〇集団づくり　 学級活動・部活動など様々な活動を通じた集団づくり。
〇環境整備　　先生も生徒も清掃活動を大切にする。

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

予防と育成の生徒指導体制を
充実させる

確
か
な
学
び

・授業のまとめを共有することで，主体的な
学ぶ習慣と学びの共有を目指している。
（理科・音楽）
・１２年で朝読書，３年で朝学習を実施。

年度末

学
力
向
上

・全学年ともテスト前を中心にチャイム着席
運動を実施。
・毎学期，いじめアンケートを実施。必要に
応じて，聞き取りや指導を実施。
・リソースルームに通う生徒には，スクール
カウンセラー等と連携して，見守り体制を
構築している。

・学校教育アンケート

年度末

学校関係者評価者から(年度末)
・全体としては学校の雰囲気は落ち着いてきています。今後も静謐な学習環境を維持できるように，先生方の指導と生徒の皆さんの努力に期待します。
・いじめアンケートやリソースルームの設置など、学校は生徒に親身に対応している様子が伺えます。生徒の悩みや相談には先生方だけでなく、外部の関係機関とも連携して，親身に対応して
ください。
・生徒会や部活動生が中心になって、福泉中学校をより良い学校になるように，工夫してください。
・勉強や不登校など、個々には課題を抱えている生徒もいますが、多くの生徒が毎日楽しく学校に登校できてることは良いことだと思います。

校長より(年度末)
・静謐な教育環境は、徐々に出来つつあり，大多数の生徒は授業にも集中できています。
・学力は長年の課題ですが，今後も基礎基本に重点を置いた授業を行います。
・今後もICT教育(タブレット)を推進します。

・学力の向上は長年の課題ですが，先生方の粘り強い
指導をお願いします。
・学校の雰囲気は以前に比べ，落ち着いていると思いま
す。ですが，授業中に寝ている生徒が散見されるので，
彼らへの声掛け等の支援をお願いします。

・全学年ともテスト前を中心にチャイム着席運動を実施。

（
独
自
の
課
題

）

健康に生きるための学習機会
を実施する

わかる授業づくりを行う

学ぶ習慣作りに取り組む

・小テストをタブレットで実施。（国語）
・授業のまとめ，振り返り，課題等をタブ
レットに入力し，生徒間で共有。（理科・社
会・道徳）
・フォーム等の動作を撮影し，改善点を視
覚的に捉える。（保健体育）

・小テストを実施し，基礎学力の定着を図っ
ている。（国語・数学・英語）
・少人数授業を実施し，生徒の学習状況に
応じた課題の提示と指導を行っている。
（数学・英語）
・大半の生徒は授業に前向きに取り組んで
いるが，一部に授業に集中できていない生
徒も散見される。
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